
第

一
章

風

土

序
　
　
章

柳
津
町
は
長

い
歴
史
と
文
化
を
も

っ
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ

に
は
自
然
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
持
た
な
い
事
象
は
何

一
つ
な
い
。
そ
の
自
然

と
い
か
に
適
応
し

つ
つ

文
化
や
経
済
を
進
め
て

来
た
か
、
そ
こ
に
柳
津

の
人
々
の
型
が
あ
る
。

そ
の
型
は
自
然
的
条
件

の
制
約
が
今
日
と
い
う

文
化
の
発
達
し
た
時
代

に
お
い
て
も
考
え
ら
れ

る
。

　
水
害
と
い
う

一
つ
の

自
然
的
条
件
を
見
て
も

柳
津
に
は
柳
津
の
特
異

な
水
害
の
現
象
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
悩
ま
さ
れ
、
ま
た
そ
の
水
害
か
ら
立
ち
上
り
、
ま
た
悩
ま
さ
れ
、

そ
し
て
今
日
の
文
化
景
観
を
つ
く

っ
て
生
活

の
方
向
を
見
い
出
し
、
柳
津
の
人

と
自
然
の
間
に
は
調
和
の
と
れ
た
風
土
を
作
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
民
間
信
仰
が
生
れ
、
土
木
事
業
も
、
宗
教
も
生
れ
て
来
た
歩
み
を
忘
れ
て
は

な
る
ま
い
。

　
そ
う
し
た
意
味
に
風
土
を
捉
え
、
生
活
基
盤
を
な
す
自
然
現
象
を

い
く

つ
か

取
上
げ
て
次
章
以
下
の
歴
史
・集
落
誌
・政
治

・
文
化
の
基
底
を
な
す
条
件
を
追

及
し
て
柳
津
町
誌
の
序
章
と
し
た
い
。

第

一
節
　
地
理
的
位
置
と
風
土

（
一
）

　
裏
日
本
型

　
会
津
全
体
が
福
島
県
の
西
部
を
占
め
、
奥
羽
山
脈
の
大
分
水
嶺
の
西
側
に
位

置
し
て
日
橋
川
・大
川

・
只
見
川
は
合
し
て
阿
賀
野
川
と
な
り
越
後
山
脈
に
峡
谷

を
作

っ
て
横
断
し
日
本
海
に
注
い
で
い
る
。
柳
津
町
と
越
後
平
野
と
は
越
後
山

脈
に
よ
っ
て
分
離
し
て
い
る
が
只

見
川
流
域
は
全
般
的
に
風
土
の
す
べ
て
が
東

北
日
本
の
裏
日
本
型
を
呈
し
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　
更
に
裏
日
本
型
の
中
に
お
い
て
も
奥
羽
山
脈
と
越
後
山
脈
に
よ

っ
て
囲
ま
れ

て
い
る
盆
地
列

(会
津
盆
地

・
米
沢
盆
地

・
山
形
盆
地
)
と
西
部
山
地
と
に
分

け
る
場
合
は
、
わ
が
柳
津
町
は
深
雪
地
域
で
あ
る
西
部
山
地
と
し
て
の
性
格
を

も

っ
て
い
る
。

雪国の風土とその適応(奥 之院弁天堂)



　

一
方
現
在

の
交
通
上
の
推
移
を
見
る
に
鉄
道
只

見
線
の
開
通
、
国
道
二
五
二

号
線
の
完
成
、
国
道
四
九
号
線
の
全
面
舗
装
に
よ
り
東
京
及
び
新
潟

へ
の
交
通

上
に
大
き
な
変
化
を
来
し
、
物
資
の
輸
送
経
路
も
変
化
し
商
業
圏
の
拡
大
等
に

よ

っ
て
観
光
圏

・
信
仰
圏
も
大
き
な
変
化
を
来
し
て
い
る
。
こ
れ
等
大
幹
線
に

即
応
し
つ
つ
町
の
支
線
道
路
の
整
備
を
充
実
す
れ
ば
、
更
に
そ
の
機
能
が
大
き
く

期
待
さ
れ
る
。

　
数
理
的
位
置
か
ら
見
れ
ば
東
経
一
三
九

度
三
六
分
よ
り
一
三
九

度
四
六
分
。

北
緯
三
七
度
二

一
分
よ
り
三
七
度
三
五
分
の
間
に
あ
り
地
球
全
体
か
ら
見
て
北

半
球
の
位
置
的
制
約
は
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第

二
節
　
地
形
と
風
土

（
二
）

　
交
通
上
の
要
衝

　
越
後
山
脈
を
侵
蝕
し
し
か
も
ほ
ぼ
東
西
に
走
る
只
見
川
の
作

っ
た
峡
谷
は
、

山
嶺
を
利
用
し
た
交
通
か
ら
川
に
沿

っ
た
交
通
に
移

っ
た
場
合
の
重
要
な
交
通

路
と
な
り
、
越
後
文
化
と
は
八
十

里

・
六
十
里
越
に
よ

っ
て
結
ば
れ
、
上
方
文

化
の
流
入
に
好
条
件
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

一
方
阿
賀
野
川
を
遡
っ
た
越
文
化

は
会
津
盆
地
を
通
り
更
に
中
山
峠
を
越
え
て

中
通
り
に
通
じ
、
関
東

の
文
化
は
山
王
峠
を
越
え
て
会
津
に
流
通
し
た
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
う
し
た
交
通
上
か
ら
す
れ
ば
柳
津
町
の
地
理
的
位
置
は
只
見
川
の
玄
関
的

集
落
と
し
て
、
お
蔵
入
り
の
関
門
を
な
し
会
津
盆
地

へ
の
漸
移
地
帯
と
も
見
ら

れ
る
要
衝
の
地
域

で
あ
る
。

（
一
）

侵
蝕
地
形

　

一
般
に
山
地
地
形
の
形
態
を
な
し
平
地
は
河
岸
段
丘
に
見
ら
れ
る
位
で
少
な

く
、
河
川
の

一
部
分
に
堆
積
す
る
沖
積
平
地
が
あ
る
程
度
で
そ
の
他
は
傾
斜
地
や

峡
谷
の
形
式
を
な
し
て
い
る
。
標
高
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
が
五
ニ
パ

ー
セ
ン
ト
も
占
め
、
耕
作
景
や
居
住
の
上
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

　

又
、
標
高
は
最
高

一
、
四
八
ニ
メ
ー
ト
ル

(博
士
山
)
か
ら
最
低

一
九
〇
メ
ー

ト
ル
を
示
し
、
河
川
の
侵
蝕
が
激
し
く
、
上
流
は
V
字
谷
と
な
り
堆
積
が
見
ら

れ
ず
、
た
だ
只
見
川
沿
岸
の

一
部
に
堆
積
層
が
あ
り
耕
作
に
利
点
を
与
え
て
い

る

。
山
地
に
お
い
て
は
渓
谷
に
沿

っ
て
棚
田
を
作
り
日
照
時
間
も
少
な
く
小
規

模
な
水
田
耕
作
を
な
し
、
こ
の
地
域
の
基
盤
整
備
も
近
年
行
わ
れ
て
い
る
が
道

①只 見川

②伊 南 川

③野 尻 川

④ 滝 谷 川

⑤銀 山 川

⑥ 日 橋 川

⑦大　 川

⑧阿賀野川

⑨会津盆地

柳津町の地理的位置



路
の
改
良
と
共

に
地
形
上
の
支
障
条
件
と
な

っ
て
い
る
。

　
集
落
の
移
動
系
統
は
下
部
よ
り
上
部

へ
の

形
態
を
見
せ
、
最
高
七
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
標

高
を
持

つ
集
落
も
あ
る
。
又
標
高
の
高
い
南

面
の
斜
面
な
ど
を
利
用
し
て
焼
畑
耕
作
の
跡

が
今
も
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
関
係

で
集
落

の
標
高
差
も
甚
し
い
。

　
特
に
西
山
地
区
は

一
般

に
標
高
が
高
く
、

集
落
も
ほ
と
ん
ど
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に

あ
り
冷
涼
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
高
森
地
区
は
そ
う
し
た
気
候
を
利
用
し
て
高

原
大
根

・
高
原
ト

マ
ト
の
栽
培
が
行
わ
れ
る
。

　
柳
津
地
区

は
標
高
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル

以
下
に
集
落

が
多
く
、
し

か
も
小
地
形

を
利
用
し
て

小
集
落
化
の

現
象
が
み
ら

れ
る
。

（
二
）

河
岸
段
丘

　
標
高
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
の
高
地
を
調
べ
て
見
る
と
礫
層
が
発
見
さ
れ
る

(小
巻
の
牧
野
、
長
倉

の
峠
等
)
。　
こ
れ
は
現
在

の
只
見
川
の
水
位
は
標
高
一

八
五
メ
ー
ト
ル
の
位
置
で
あ
る
が
、
か

つ
て
は
も

っ
と
高
地
を
流
れ
、
越
後
山

塊
の
隆
起
が
行
わ
れ
る
に

つ
れ
て
侵
蝕
の
復
活
が
見
ら
れ
、
流

路

の
変
化

が

あ

っ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
蛇
行
が
伴
わ
れ
、
高
い
地
点
よ
り
段
丘

を
残
し
て
来
た
地
形
で
あ
る
。
こ
の
河
岸
段
丘
の
地
形
は
郷
戸
原
を
は
じ
め
、

上
田

・
下
田
と
漸
次
標
式
的
な
段
丘
群
を
な
し
て
い
る
。

　
只
見
川
に
お
い
て
段
丘
群
の
標
式
的
な
も
の
は
三
島
町
の
宮
下
地
区
・
柳
津
・

片
門
地
区
で
あ

っ
て
、
こ
の
地
区
は
只
見
川
流
域
で
は
最
も
河
岸
段
丘
の
発
達

し
た
地
域
で
あ
る
。

集落の標高と人 口分布図

標 高 分 類

500ｍ 以 上

300ｍ ～500m

300m以 下

＼板
沢
扇
状
地
」

①郷 戸 段 丘②
長 倉 段 丘
③三千仏山段丘④
地蔵前段丘

⑤出 倉 段 丘⑥
上 田 段 丘
⑦上 村 段 丘
⑧下 田 段 丘
⑨野老沢段丘⑩
井戸尻段丘
0下 平 段 丘⑫
根柄巻段丘
⑬八坂野段丘
⑭下中沢段丘
⑮藤　 段　 丘
⑯猿 戻 段 丘

只見川沿岸の段丘分布図

標 高 と 面 積



　
断
面
図
を
見
る
と
現
在
の
只
見
川

は
標
高

一
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
下
位

に

あ
る
が
、
郷
戸
原
は
標
高
二
九
〇
メ
ー

ト
ル
の
高
位
に
あ
っ
て
、
只
見
川

の

侵
蝕
が
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ん

で
い
る
。

　
柳
津
附
近
は
段
丘
の
標
高
よ
り

見

れ
ば
上
位
段
丘
と
し
て
の
郷
戸
原

・

三
千
佛
、中
位
段
丘
と
し
て
は
上
田

・

瑞
光
寺

・柳
丘
、
そ
し
て
下
位
段
丘
と

し
て
の
下
田
地
区
は
沖
積
層
の
若

い

堆
積
地
と
な

っ
て
い
る
。
上
位
、
中

位
の
段
丘
は
い
ず
れ
も
上
部
は
沼
沢

火
山
の
影
響
を
う
け
た
浮
石
層

(
シ

ラ
ス
)
が
あ
り
、
そ
の
下
は
砂
礫
層

の
堆
積
が
見
ら
れ
、
基
盤
は
凝
灰
岩

で
あ
る
。

　
又

一
王
町
の
墓
地
・
つ
き
み
が
丘

・

瑞
光
寺
公
園

・
向
館
は
共
に
標
高

が

同
じ
で
中
位
段
丘
に
属
し
て
い
る
が

河
川
の
侵
蝕
に
よ
り
現
在
は
残
丘
と
し

て
分
断
さ
れ
残
っ
て
い
る
姿
で
あ
る
。

（
三
）

　
段
丘
と
生
活
舞
台

　
段
丘
は
平
坦
に
し
て
生
活
舞

台
と
し
て
は
太
古
の
昔
よ
り
好

条
件
で
あ

っ
た
。
日
照
時
間
は

長
く
、
清
水
に
恵
ま
れ
、
大
小

の
河
川
は
近
く
に
あ
り
、狩
猟
・

漁
業
に
便
が
あ

っ
た
関
係
上
、

原
始
時
代
か
ら
居
住
し
て
い
た

こ
と
は
、
縄
文

・
弥
生
時
代
の

遺
跡
も
す

べ
て
こ
の
段
丘
に
限

ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
に
お
い
て
水
田
は
勿
論

そ
の
他
の
耕
作
は
ほ
と
ん
ど
こ

の
広
い
平
坦
な
段
丘
が
整
地
さ

れ
、
基
盤
整
備
等
が
早
く
着
手

さ
れ
、柳
津
町
に
お
け
る
水
田

・

畑
地
耕
作
の
中
心
的
役
割
を
果

し
て
い
る
。

　

又
道
路
の
改
良

・
鉄
道
の
敷

設
等
す
べ
て
が
こ
の
段
丘
を
利

用
し
て
発
達
し
て
い
る
。

A
ー

郷

戸
原

段

丘

B
11

三
千
仏

段

丘

c
11

上

田

段

丘

河岸段丘断面図(石 神→藤新道)

柳 津 の 段 丘 群

 

D
11

二
本

木

段

丘

E
11

下

田

段

丘

F
ー

板

沢
扇

状

地



第
三
節
　
雪
と
風
土

（
一
）

季
節
風
と
雪

　
日
本
全
体
の
季
節
風
は
東
ア
ジ
ア
共
通
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
特
色
は
夏

の
季
節
風
は
雨
を
も
た
ら
し

(梅
雨
)
、

稲
作
の
上
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
時
に
は
梅
雨
あ
け
に
集
中
豪
雨
に
な
り
水
害
の
現
象
が
見

ら
れ
る
。

　
し
か
し
冬
の
季
節
風
は
雪
を
持

っ
て
来
て
、
裏
日
本

一
帯
に
降
雪
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
反
対
に
脊
梁
山
脈
の
東
側

(表
日
本
)
は
晴
天
続
き
の
カ
ラ
カ
ラ

天
気
と
な
っ
て
対
象
的
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。
柳
津
町
は
地
形
的
に
複
雑
で
あ

り
更
に
標
高
差
も
著
し
く
、
降
雪
量
の
分
布
も
著
し
い
差
異
が
あ
る
。
昭
和
四

十

一
年
二
月
に
各
地
点

(側
点
約
二
五
〇
箇
所
)
の
積
雪
量
を
測
定
し
て
い
る

が
、
そ
の
分
布
図
は
左
記
の
図
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

∂

積雪分布図(昭和41年2月 下旬



（
二
）

河

べ
り
は
雪
が
浅
い

　
前
頁

の
図
に
よ
る
と
、
標
高
よ
り
も
河
川
が

積
雪
量
と
非
常

に
関
係
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
只
見
川
流
域
で
川
の
近
く
は
比
較
的

浅
い
。
又
滝
谷
川
に
臨
ん
で
い
る
湯

八
木
沢
は

比
較
的
積
雪
量
が
少
な
い
。
同
じ
郷
戸
原
で
も

長
倉
附
近
は
地
形
的
に
も
、
又
風
向

(北
西
風
)

の
た
め
に
比
較
的
深
雪
地
域
で
あ
る
。
石
坂

・

大
野
部
落
は
標
高
も
関
係
あ
る
が
地
形
的
に
所

謂
袋
状
で
あ
る
の
で
雪
が
深
い
。
又
藤

・小
巻
・

野
老
沢

・
砂
子
原
等
は
日
照
時
間
が
長
く
南
面

し
て
い
る
の
で
降
雪
量
が
あ
っ
て
も

融
雪
期
が

早
い
こ
と
が
う
な
ず
け
る
。
砂
子
原
は
標
高
も

高
く
降
雪
量
は
多
い
が
融
雪
期
は
柳
津
(上
村
)

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

　
降
雪
と
い
う
自
然
現
象
は
人
間

の
生
活
に
も

あ
る
い
は
生
物
の
生
活
の
上
に
も
極
め
て
密
接

な
因
果
関
係
の
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
れ
は

燕
の
飛
来
す
る
時
期
に
つ
い
て
調
査
し
て
見
る

と
興
味
あ
る
生
態
が
見
ら
れ
る

(下
記
の
図
参

照
)
。　
標
高
や
地
形
、
河
川
の
流

れ
と
の
関
係

を
見
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

燕の飛来する時期(昭 和16年 調査・学童による)



（
三
）

長
い
雪
国

　
毎
年
十

一
月
の
中
旬
か
ら
下
旬
に
な

る
と
初
雪
が
降
る
。
博
士
山
や
高

い
山

は
十
月
下
旬
に
降
雪
が
あ
る
。
飯
谷
山

は
十

一
月
の
上
旬
に
な
る
と
雪
化
粧
を

す
る
。　
「飯
谷
山
に
三
回
雪
化
粧
す
る
と
平
地
に
雪
が
や

っ
て
来
る
…
…
」
と

古
老
は
経
験
の
上
か
ら
言
い
伝
え
て
い
る
が
よ
く
当
る
。
初
雪
は
毎
年
消
え
る
。

昔
か
ら
そ
の
初
雪
が
降

っ
て
来
な
い
と
本
格
的
な
雪
囲
い
が
で
き
な
い
と
生
活

経
験
か
ら
割
り
出
し
て
い
る
。

　
十
二
月
中
旬
に
な
れ
ば

「根
雪
」
と
称
し
て
あ
と
は
消
え
な
い
。

一
年
の
中

約
六
か
月
は
生
産
活
動
が
停
止
し
て
冬
眠
状
態
に
入
る
の
が
柳
津
町
の
宿
命
で

あ

っ
た
。
こ
の
自
然
現
象
を
ど
う
開
発
し
て
ゆ
く
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

小
　

軽

井

沢
　

石

　

坂
　

砂

子
原
　
　

琵

琶

首
　
高

　

森
　

久

保

田

月 別 降 雪 量 一 覧 表

門

　

　

前

柳

津



（
四
）

柿
の
木
の
枝
振
り

　
柿
の
木
は
各
地
に
分
布
す
る
樹
木
で
あ
っ
て
、
又
よ
く
風
向
に
順
応
す
る
性

質
を
持
つ
て
い
る
。
そ
の
枝
振
り
を
調
査
す
る
と
風
向

(特
に
卓
越
風
)
が
よ

く

つ
か
む

こ
と
が
で
き
る
。
風
向
は
地
形
と
深
い
関
係
を
持

つ
こ
と
は
こ
の
調

査
に
よ

っ
て
肯
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
主
要
風
向
は
飯
谷
山
を
越
え
る
季

節
風

(飯
谷
山
の
北
斜
面
に
雑
木
の
見
事
な
枝
振
り
現
象
が
あ
る
)
と
、
越
後

山
脈
を
越
え
て
只
見
川
を
下
る
風
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
し
て
柳
津
全
域
は
人

手
型
の
谷
が
卓
越
し
て
、
そ
の
谷
の
下
流
か
ら
上
流
に
向

っ
て
の
風
向
が
見
ら

れ
る
。

　
降
雪
現
象

・
燕
の
飛
来
す
る
時
期

・
柿
の
枝
振
り
等
が
、
よ
く

一
致
し
て
柳

津
町
の
風
土
性
を
動
植
物

の
生
態
は
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
更
に
河
岸
段
丘
の
先
端
斜
面
は
植
物
の
枝
振
り
の
偏
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

は
、
直
進
し
て
来
る
風
向
の
最
も
影
響
す
る
部
分
で
あ
る
の
で
、
段
丘

の
耕
作

上
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
自
然
は
警
告
を
発
し
て
い
る
。

積 雪 量 比 較 グ ラ フ

卓越風 と樹枝(い ちょう)



柿の木の枝張 りによる風向推定図(昭 和4l年3月 調査



雪に埋 まる大成沢(昭 和49年2月)

屋
根

よ
り

の
し
か

か
る
豪
雪

(
西
山
中
体
育
館
・
昭
和
49
年
2
月
)

除 雪 用 具



雪に埋 まる公民館(昭 和49年2月)

除雪 に活躍するブル ドーザー(軽 井沢・昭和49年2月)



第
四
節
　
地
名
と
風
土

（
一
）

柳
津
の
地
名

　
只
見
川
の
河
岸
は
古
来
楊
柳
が
多
く
生
え
繁
り
、
明
治
時
代
頃
迄
は
そ
の
大

木
は
処

々
に
見
ら
れ
た
が
年
と
共

に
切
り
倒
さ
れ
、
今
や
発
電
所
の
ダ
ム
竣
工

に
よ
り
無
数
の
川
原
柳
が
河
底
に
埋
没
し
た
。

　
大
同
の
頃
、
南
岩
坂

(今
の
柳
津
)
の
河
岸
に
三
本
の
大
柳
が
あ
り
船
の
発

着
所
で
あ

っ
た
の
で
柳
津
の
地
名

が
起

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
神
明

鏡

(作
者
不
詳
天
文
九
年
成
)
に
は
梁
井
戸
と
書
い
て
あ
る
。
柳
津

の
記
録
は

此
頃
か
ら
始
ま
る

(山
内
為
之
輔

氏
談
)
。

　
当
時
は
蜷
川
荘
柳
津
邑
で
、
後
世
蜷
川
は
稲
川
と
変
り
、
郡

・
郷

・
荘
の
称

呼
が
乱
れ
て
か
ら
柳
津
郷

と
呼
ば
れ
た
時
で
あ
る
。

又
古
代
は
阿
賀
川
及
び
只

見
川
は
会
津
川
と
呼
ば
れ

た
。

　
日
本
の
地
名
の
中
で
「柳

津
」
の
地
名
が
四
か
所
あ

り
、
そ
の
発
音
は
い
ず
れ

も

「
ヤ
ナ
イ
ヅ
」
で
あ
る
。

そ
し
て
い
ず
れ
も
河
川
に

臨
む
か
或
は
旧
河
川
か
、
或
は
海
に
面
し
て
津
の
形
態
を
な
し
て
い
る
点
か
ら

見
る
と
、
舟
運
と
の
関
係
の
深

い
地
名
で
あ
る
。

　
又
柳
津
は

「楊
津
」
の
文
字
を
用
い
た
時
代
も
あ
る
。
即
ち
楊
柳
か
ら
の
文

字
を
引
用
し
た
と
見
ら
れ
る
。

（
二
）

　
地
籍
地
名

　
柳
津
全
域
の
字
切
図
を
見
る
と
、
大
字

の
中
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
字
名
が
あ

る
。
そ
の
区
画
も
開
拓
の
進
ん
だ
地
域
程
細
か
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
地
形
上
か
ら
来
る
地
名
や
宗
教
上
の
地
名
、
開
拓
上
の
地
名
等
が
あ

っ
て

柳
津
の
風
土
や
文
化
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
地
名
は

一
つ
の
文

化
財
と
見
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

〔

藤

〕

大
巻
　
龍
越
　
滝
ノ
上
　
三
ケ
尻
　
石
神
　
藤
沢
　
家
ノ
下
　
川
前
　
古
市

下
原
　
関
根
　
宮
ノ
下
　
森
沢
　
上
山
道
東
　
上
前
道
西
　
三
十
刈

葉
木
山
　
下
森
沢
　
大
久
保
　
菅
沢
　
砂
子
田
　
松
ケ
崎
　
沢
向

上
松
ケ
沢
　
舟
渡
　
胡
桃
清
水
　
水
上
　
牛
越
　
中
居
平
　
宮
西
　
前
田

六
百
刈
　
宮
後
　
沢
田
　
生
木
原
　
大
田
　
姥
懐
　
中
丸
　
二
岐
　
杉
倉

滝
額
　
大
日
向
　
柴
倉
　
塩
峯
　
三
五
沢
　
檀
腰
　
長
窪
　
沢
入

家
ノ
上
　
牛
ケ
曽
根
　
森
　
谷
地

横
手
　
雨
沼

滝
ノ
下
　
長
久
保

小
屋
久
保
　
鶴
ケ
峯

外
出
口

〔小

椿
〕

下
川
前
　
二
百
刈
　
下
家
前
　
宮
ノ
前
　
登
等
　
二
階
平
　
沢
上

宇
津
尾
坂
　
石
佛
　
キ
ワ
ダ
窪
　
上
宮
前
　
中
川
前
　
上
川
前
　
上
家
前

① 柳津(ヤナイヅ)=福 島県「只見川」

② 柳津(ヤナイヅ)=宮 城県「北上川支流」

③ 柳津(ヤナイヅ)=岐 阜県「長良川」

④ 柳津(ヤナイヅ)=広 島県r瀬戸内・松永湾」

　　　　柳津(ヤ ナイヅ)の 分布図



立
石
　
下
立
石

源
重
山
　
ニ
タ
山

大
畑

上
平
　
萱
立
場

九
日
田

峠
　
宇
津
野
　
袖
山
　
山
中
　
沢
尻
　
牧
平
　
坂
ノ
上
　
家
ノ
前
　
萱
刈

石
畑
　
北
山
　
上
ノ
台
　
川
原
　
宮
ノ
越
　
大
平
　
北
川
　
長
窪
境
　
田
入

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

北
俣
　
切
窪
　
椿
境
　
鳥
居
戸
　
瑞
光
寺
　
大
巻
　
段
越
　
滝
留
　
向
館

下
ノ
巻
　
瀬
額
　
巻
ノ
孫
　
蛇
崩
　
城
戸
場
　
城
戸
　
打
入
　
丸
山

丸
山
新
田
　
杉
ノ
平
　
上
竹
山
　
村
中
　
下
平
　
古
屋
敷
　
芳
添
　
中
子
山

山
新
田
　
沢
向
　
中
竹
山
　
下
竹
山
　
仏
生
原
新
田
　
上
後
ケ
沢
　
仏
生
原

後
ケ
沢
　
穴
釜
　
岩
倉
　
中
岩
倉
　
南
久
保
　
板
下
　
菖
蒲
沢
　
山
ノ
神
山

大
久
保
　
足
久
保
　
戸
山
　
上
北
山
　
下
北
山
　
相
沢
　
上
立
石

再
新
発
田
　
壱
貫
清
水
　
山
畑
　
下
岩
倉
　
桐
沢
板

〔飯

谷
〕

シ

モ
ガ

ワ
ラ
　
　
　ミ
ヨ
ウ
ジ
ン
マ
イ
　
　
ナ
ナ
マ
ガ
リ
　
　
マ
ェ
バ
ヤ
シ
　
　
ノ

タ

ケ
　
　

カ
ミ

ガ
ワ

ラ
　
　

イ
ナ

リ
ミ

ヤ
　
　

ヤ
ク

シ
メ

ン

下
川
原
　
明
神
前
　
七
廻
　
前
林
　
野
竹
　
上
川
原
　
稲
荷
宮
　
薬
師
免

ド
ウ
ダ
イ
ラ
　
　ド
ウ
イ
　
　
　
　
　
　ケ
　
イ
　
　ロ　

ハ　
　
　
サ
ル
ビ
タ
イ
ミ
チ
ミ
ナ
ミ
　
　
　サ
ル
ビ
タ
イ
ミ
チ
キ
タ
　
　
　
ナ
カ
ミ
チ
　
　
　
ソ
ウ
ザ
ワ
　
　
　
ヌ
マ
ザ
ワ

堂
平
　
堂
泉
　
け
い
ろ
は
　
猿
額
道
南
　
猿
額
道
北
　
中
道
　
惣
沢
　
沼
端

ナ

ヵ

ノ
ヤ

マ　
　
　
ト
チ
ク
ボ
　
　

タ
カ
ダ
イ
ラ
　
　

タ
キ

ノ

ワ
グ
　
　
　ウ
ワ
ガ
ラ
ス
　
　

ウ
　
　
ツ
　
　
ノ
　
　

シ
タ
ガ
ラ
ス
　
　

ク
ロ
ヤ
マ　
　
ト
ゥ
ゲ

中
ノ
山

栃
窪

高
平

滝
ワ
グ

上
烏

宇
津
野

下
烏

黒
山

峠

天
狗
岩
　
宮
ノ
下
　
鰌
畑
　
下
飯
谷
　
惣
兵
エ
田
　
安
摩
　
板
卸
　
窪

抜
間
　
巻
平
　
田
中
　
社
倉
沢
　
宮
田
　
新
町
　
沢
入
　
小
水
上
　
鹿
島

中
曽
根
　
菅
ノ
平
　
飯
谷
山
　
飯
谷
　
袖
窪
　
牛
ケ
沢
　
山
家
　
高
イ
堂

ヒ

エ

ダ

　
　
ホ
ド

ガ

シ
リ

　
　
ナ
カ
ヤ
マ
　
　
オ
ゥ
ク
ボ

　
　
ウ
サ
ギ
ガ
ク
ボ
　

　
ハ
ヤ
シ
ノ
ゥ
ェ
　
　
ヤ
ナ
ギ
ザ
ワ
　
　
ナ
カ

ザ
イ

ケ

稗
田
　
程
ケ
尻
　
中
山
　
大
窪
　
兎
ケ
窪
　
林
ノ
上
　
柳
沢
　
中
在
家

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ノ

バ

バ

　
　

ダ
イ
ニ
チ

　

サ
ン
ジ
ユ
ウ
ガ
リ

　

オ

バ

タ

　

マ
ッ
キ
ダ
イ
ラ

　

ヨ

コ

テ

　

ヒ

ト

ツ

ダ

　

タ

ナ

カ

　

ナ
カ

マ
ル

馬
場
　
大
日
　
三
十
刈
　
小
畑
　
松
木
平
　
横
手
　

一
ツ
田
　
田
中
　
中
丸

イ
ダ
イ
ラ
　
　

ア
　
シ
　
ク

ポ
　
　
ト
ウ
ゲ
ヤ
マ
ナ
カ
ダ
イ
ラ
　
　
ヤ
　
チ

ナ

カ
　
　
ミ
　
ツ

イ

シ
　
　

ジ
ゾ
ウ
バ
タ
ケ
　
　
オ

ゥ

ク

ボ

居
平
　
芦
久
保
　
峠
山
中
平
　
谷
地
中
　
三
ツ
石
　
地
蔵
畑
　
大
久
保

後
山
　
芝
倉
　
蛇
石
　
前
坂
　
大
開
き
　
柏
木
平
　
柿
平
　
杉
峠
　
殿
栗

カ
シ
オ

イ
ダ

イ

ラ
　
　
モ

ト
カ

シ
オ
　

　
ナ

ガ

ネ
　
　
ク
ロ
オ
ト
コ
ヤ
マ
　
　
ム
ラ
カ
ミ
　
　
イ
ダ
イ
ラ
　
　
シ
モ
ガ
ワ
ハ
ラ
　
　
タ

カ

セ

樫
尾
居
平
　
元
樫
尾
　
長
根
　
黒
男
山
　
村
上
　
居
平
　
下
川
原
　
高
瀬

西
向
平
　
大
竹
里
　
守
林
　
新
田
　
小
田
ノ
平
　
中
平
　
小
田
　
下
遠
面

上
平
　
田
ノ
下
　
中
遠
面
　
上
遠
面
　
原
　
細
田
　
田
ノ
上

〔細
　
八
〕

オ
ウ
マ
キ
　
　
シ

モ
ガ

ワ
ラ
　
　
ホ
ソ
ノ
ザ
カ
　
　
カ

ワ
マ
イ
　
　
コ
ウ
ノ
ス
　
　
サ
ン
ジ
ユ
ウ
ガ
リ
　
　
イ

ェ
ノ

シ
タ
　
　
シ
モ
ナ
カ
サ
ワ

大
巻
　
下
川
原
　
細
坂
　
川
前
　
鴇
巣
　
三
十
刈
　
家
ノ
下
　
下
中
沢

イ

チ

ノ
サ
ワ

　
　
イ
チ
ノ
サ
ワ
ム
カ
イ

　
　
ヒ
ジ
リ
カ
ミ

　
　
カ
ミ
ナ
カ
サ
ワ
　
　
ヨ

コ
テ
　

　
ハ
ラ
ヤ

シ
キ

　
　
ニ
シ
ノ

サ
ワ

一
ノ
沢
　

一
ノ
沢
向
　
聖
上
　
上
中
沢
　
横
手
　
原
屋
敷
　
西
ノ
沢

ヵ

リ
ホ

シ
バ
　
　
　
ホ
ド
ク
ポ
ミ
チ
ニ
シ
　
　
イ
エ
ノ
シ
タ
　
　
タ
カ
ラ
　
　
サ
ワ
ム
カ
イ
　
　

イ
ダ
イ
ラ
　
　

ヤ

チ
ダ

イ
ラ
　
　
　シ
モ
ダ
イ
ラ

苅
干
場
　
程
窪
道
西
　
家
下
　
宝
　
沢
向
　
居
平
　
谷
地
平
　
下
平

ネ

ガ
ラ

マ
キ
　
　ー
サ
カ
イ
　
　
ウ
ワ
ダ
イ
ラ
　
　
ド
ゥ
ノ
マ
ェ
　
　

シ
ミ

ヅ
ジ
リ
　
　
　カ
ミ
バ
ヤ
シ
　
　
　イ
ケ
ジ
リ
　
　
ミ
ヤ
ノ
ウ
エ
　
　
　
ハ
ラ
マ
エ

根
柄
巻
　
堺
　
上
平
　
堂
前
　
清
水
尻
　
上
林
　
池
尻
　
宮
上
　
原
前

マ
エ
バ
ヤ
シ
　
　
サ
ト
デ
ラ
　
　

マ
ッ
ザ
ワ
　
　

ハ
ラ

ヤ
シ
キ
　
　

ヒ
ガ
シ
サ
ワ
イ
リ
　
　

リ
ン
ニ
チ
　
　

マ
ル
ヤ
マ
　
　

ハ
ラ
ヤ
マ
　
　

ニ
シ
サ
ワ
イ
リ

前
林
　
里
寺
　
松
沢
　
原
屋
敷
　
東
沢
入
　
林
日
　
丸
山
　
原
山
　
西
沢
入

ナ
　
カ
　
ソ
　
ネ
　
　
　
ヒ
ガ
シ
サ
ワ
イ
リ
　
　
　
ソ
デ

ヤ
マ　
　
　
オ
ウ
イ
ワ
シ
タ
　
　
　
ニ
ジ
ユ
ウ
ダ
イ
ラ
　
　
　
ボ
ド
ク
ポ
　
　
　
オ

ウ

ナ

カ
　
ソ

ネ
　
　
ヤ
ナ
ギ
ダ
イ
ラ

中
曽
根
　
東
沢
入
　
袖
山
　
大
岩
下
　
二
十
平
　
程
窪
　
大
中
曽
根
　
柳
平

キ
タ
グ
チ
　
　

オ
ウ

ヒ
ラ
　
　
　コ
　
ナ
　
ヵ
　
ソ
　
ネ
　
　
　ウ
マ
タ
テ
　
　
　
ハ
ナ
タ
テ
　
　

カ
ネ

コ
ダ
イ
ラ

北
口
　
大
平
　
小
中
曽
根
　
馬
立
　
花
立
　
金
子
平

〔
柳

津

〕

下
原
道
西
　
下
原
　
下
原
東
下
　
下
原
東
上
　
下
大
平
　
檀
ノ
下
　
下
川
原

檀
ノ
浦
　
井
戸
尻
　
上
大
平
　
川
原
　
下
中
平
　
上
中
平
　
鶴
渕
　
大
平
山

岩
坂
町
　
堂
森
山
　
堂
林
　
菅
理
沢
　
寺
家
町
　
門
前
町
　
地
蔵
堂
山

中
在
家
　
山
ノ
神
　
諏
訪
町
　
新
町
　
十
二
所
　

一
王
町
　
上
川
原

下
荒
町
　
大
岩
山
　
上
村
　
村
ノ
上
　
上
村
道
上
　
八
幡
坂
　
安
久
津

鳥
井
戸
　
下
平
　
梅
田
　
家
ノ
下
　
家
ノ
上
　
満
々
田
　
堰
西
　
上
村
道
下

薬
師
堂
上
　
薬
師
堂
下
　
矢
蔵
山
　
打
越
　
子
持
石
　
落
合
　
打
越
山

ナ
ガ
ク
ラ
ザ
ワ
ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
　
　
ヵ
シ
ワ
ギ

ヤ
マ
　
　
ナ
ガ
ク
ラ
ザ
ワ
　
　
ナ
ガ
ク
ラ
ザ
ワ
ニ
シ
ヤ
マ
　
　
ソ
デ
ガ

ザ

ワ
ヤ
マ
　
　
ソ
デ
ガ

ザ

ワ

長
倉
沢
東
山
　
柏
木
山
　
長
倉
沢
　
長
倉
沢
西
山
　
袖
ケ
沢
山
　
袖
ケ
沢

姥
ケ
沢
　
三
千
仏
山
　
東
坂
上
　
沢
向
　
地
蔵
前
　
堂
前
道
西
　
堂
前
堂
東

ヒ
ガ
シ
サ
カ
ゥ
エ
ミ
チ
ヒ
ガ
シ
ウ
エ
　
　
　ヒ
ガ
シ
サ
カ
ウ
エ
ミ
チ
ヒ
ガ
シ
シ
タ
　
　
リ
ユ
ウ
ゾ
ウ
ア
ン
　
　

カ
ミ
ノ
ザ
イ
ケ
　
　

ダ
イ

コ
ン
オ

ロ
シ

東
坂
上
道
東
上
　
東
坂
上
道
東
下
　
龍
蔵
庵
　
上
在
家
　
大
根
下
シ

金
谷
沢
　
塩
ノ
半
在
家
　
稲
葉
山
　
阿
弥
蛇
堂
　
阿
弥
蛇
堂
東
　
堤
田



上
千
刈
田
　
カ
ニ
田
　
狐
塚
山
　
二
本
木
　
舟
山
　
下
千
刈
田
　
石
生
沢

石
生
沢
山
　
上
田
平
山
　
八
升
蒔
　
頭
梨
　
西
原
道
東
　
大
安
久
津

大
安
久
津
山
　
家
ノ
北
　
家
ノ
北
山
　
川
前
山
　
川
前
　
家
ノ
前

家
ノ
上
山
　
家
ノ
上
　
松
倉
山
　
宮
ノ
前
　
地
蔵
前
　
百
刈
　
宮
ノ
下

三
十
刈
　
宮
ノ
上
　
二
本
木
山
　
下
平
　
上
田
　
八
ツ
ナ
ガ
サ
　
郷
戸
道

谷
地
　
梨
平
　
西
原
道
西
　
柳
添
　
孫
大
夫
作

〔大

柳

〕

大
昆
羅
　
ヤ
ケ
ン
沢
　
大
豆
背
坂
　
木
ナ
メ
ジ
リ
　
大
平
山
　
石
地
蔵

七
森
　
上
ヤ
ケ
ン
沢
　
上
ノ
曽
根
　
中
曽
根
　
山
中
　
白
バ
ッ
ケ
山

落
合
　
下
ヤ
ケ
ン
沢
　
香
森
山
　
向
山
　
宮
前
　
坂
下
　
鳥
居
山
　
土
橋

大
苗
代
　
薬
師
堂
前
　
後
山
　
後
東
山
　
板
沢
山
　
山
岸
　
板
沢
　
井
戸
向

宮
林
　
鳥
屋
　
松
山
　
沢
　
三
十
刈
　
蟹
沢
　
石
畑
　
下
居
平
　
川
原

栗
木
沢
　
和
具
　
八
森
　
手
倉
林
　
後
沢
　
下
分
　
森
下
　
梨
木
沢

滝
ノ
上
　
杢
ノ
沢
　
綱
木
　
六
角
　
上

一
〆
山
　
下

一
〆
山
　
上
坂
ノ
下

荒
田
　
中
島
　
向
田
　
家
ノ
下
　
楯
ノ
上
　
新
田
前
　
家
前
　
万
才
　
追
窪

山
中
　
北
原
　
小
窪
　
前
ノ
沢
　
堤
場
　
大
窪
　
茅
沢
　
館
ノ
越
　
屋
敷
添

下
山
岸
　
松
坂
　
西
ノ
沢
　
上
山
岸
　
餅
ケ
沢
　
出
戸
半
蔵
　
入
半
蔵

宮
林
　
笹
窪
　
馬
立
　
大
袖
　
高
坂
　
盆
農
　
問
答
　
若
林
　
袖
山

内
畑
口
　
内
畑
　
岩
下
　
四
十
刈
　
下
小
屋
　
南
原
　
伊
古
田
原
　
菖
蒲
沢

釜
ケ
沢
　
崩
沢
　
蕨
平
　
上
ノ
窪
　
古
屋
敷
　
堤
ノ
下
　
中
井
戸
尻
　
坂
下

峠
山
　
上
曽
根
　
上
井
戸
尻
　
白
バ
ッ
ケ

〔猪
倉
野
〕

カ
シ

ワ
ギ

イ

チ

ノ

ワ

グ

　
　

カ

シ

ワ

ギ

ニ

ノ

ワ

グ

　
　
ナ
カ
シ
ン
デ
ン

　
　
コ

ハ

ラ

　
　
シ
モ
マ
ェ
サ
ワ

　
　
ヵ
ミ
マ
ェ
サ
ワ

柏
木

一
ノ
和
久
　
柏
木
ニ
ノ
和
久
　
中
新
田
　
小
原
　
下
前
沢
　
上
前
沢

シ
タ
バ
ヤ
シ
　
　
ナ
カ

マ
ル
　

　
テ
ラ

ヤ
マ
　

　
ナ
イ
ギ

バ
タ

　
　
ゥ
サ
ギ
ザ
ワ
　
　
ナ

カ

ダ
　

　
シ
ヨ
ウ
ブ
ザ
ワ
　

　
シ
オ
ザ
ワ
　

　
ナ

カ
ネ
ザ

ワ

下
林
　
中
丸
　
寺
山
　
苗
木
畑
　
兎
沢
　
中
田
　
菖
蒲
沢
　
塩
沢
　
中
根
沢

ニ
ヒ
ヤ
ク
ガ
リ
　
　
シ
モ
ガ
ワ
ハ
ラ

　

　
マ
ツ
ザ
カ
　

　
ナ
ラ
ノ
キ
ザ
ワ
　

　
シ
モ
モ
チ
ガ

サ
ワ
　
　
カ
ミ
モ
チ
ガ

サ
ワ
　
　
シ
モ
サ
ト
ミ
チ

ニ
百
刈
　
下
川
原
　
松
坂
　
楢
木
沢
　
下
餅
ケ
沢
　
上
餅
ケ
沢
　
下
里
道

フ

カ

ダ

　
　
マ
エ
サ
ワ

　
　
ハ
タ

フ
ク

　
　
ヨ
コ
ミ
チ

　
　
ハ
ヤ
シ
ク
ボ

　

　

　

　

　

　

　
ハ
タ
ケ

　
　
ヒ

　
エ
　
ダ

　

　
ス
ガ
ノ
ザ

ワ

深
田
　
前
沢
　
畑
福
　
横
道
　
林
窪
　
上
畑
田
　
畑
　
ヒ
エ
田
　
菅
ノ
沢

上
里
道
　
滝
ノ
入
　
ガ
バ
ガ
沢
　
前
坂
　
上
山
下
　
越
戸
下
　
渋
田
入

田
中
　
北
角
　
七
夜
張
　
猪
鼻
道
下

馬
場
　
七
呼
　
大
越
　
家
ノ
上

日
向
　
田
向
　
萱
ノ
窪
　
舘
ケ
曽
称
　
沼
田
　
沼
下
山
　
長
面
　
五
斗
畑

古
屋
敷
　
湯
ノ
沢
　
細
窪
　
社
倉
　
狐
塚
　
小
豆
坂

ウ
　

ッ
　

ノ
　
　
　
ク
ワ
バ
ラ
　
　

ミ
ヤ
ノ
シ
タ
　
　

ム
カ
エ
ダ
　
　
　
ナ
カ

ム
ラ
　
　
　
マ
ッ

バ
ラ
　
　
　ヤ
マ
コ
ダ
イ
ラ
　
　
　オ
オ
タ
カ
モ
リ
　
　
　
ス

ザ

ワ

ウ
ツ
ノ
　
桑
原
　
宮
下
　
向
田
　
中
村
　
松
原
　
山
子
平
　
大
高
森
　
ス
沢

ヒ

ラ
タ
ヤ

マ

　

キ
リ
ハ
ラ
エ

　

コ

エ
ド
ヤ

マ

　
ヤ
ナ
ギ
ダ
イ
ラ

　
フ
ナ

ク
ボ

　

セ
ン
ド
ヤ

マ

　

ナ

ガ

ソ

ネ

　

イ
シ
バ
タ
ケ

平
田
山
　
切
払
　
越
戸
山
　
柳
平
　
舟
窪
　
仙
戸
山
　
長
曽
根
　
石
畑

オ
オ
ヒ
ラ
　
　
　オ
オ
ク
ボ
　
　
ミ
ナ
ミ
ヤ
マ
　
　

ニ
シ
ム
カ
イ
　
　
ジ
ユ
ウ
ジ
ガ
ヤ
シ
キ
　
　
　
セ
　
ノ
　
キ

ザ
ワ
　
　
　
ヘ
ブ

ス

バ
　
タ

ケ
　
　
　ヤ

ガ

ラ

大
平
　
大
窪
　
南
山
　
西
向
　
重
次
屋
敷
　
セ
ノ
キ
沢
　

ヘ
ブ
ス
畑
　
矢
柄

サ
ク
ラ
ザ
カ
　
　
ヒ
ヤ
ク
ゴ
ジ
ユ
ウ
ガ
リ
　
　

セ
ン
ド
ウ
ヤ
マ
　
　

イ

ツ
ポ
ン
ギ
　
　
タ
カ

モ
リ
　
　
　ハ
タ
ゴ
ザ

ワ
　
　

ヒ

ル

ダ
　
　

テ
ラ
ザ
ワ
ハ
ラ

桜
坂
　
百
五
十
刈
　
仙
道
山
　
一
本
木

高
森
　
畑
子
沢
　
蛭
田
　
寺
沢
原

ブ

タ

イ

ダ

　

ァ
カ

タ
ニ

　

ウ

ツ

キ

バ

　

カ
サ

マ
ッ

　

ハ
チ
マ
ン

　

コ

ザ

ワ

　
ミ
ナ
ミ
ハ
ラ

　

ナ
カ

マ
ル

　

ヤ
シ
キ

ソ

エ

舞
台
田
　
赤
谷
　
苧
附
場
　
笠
松
　
八
幡
　
小
沢
　
南
原
　
中
丸
　
屋
敷
添

ミ
ヤ

ノ
シ
タ

　

　
オ

オ

タ

　

　
キ
タ

ハ
ラ

　

　
ア
ケ
ド

ハ
ラ

　

　イ

ナ
リ

ハ
ラ
　

　
ヰ

ド

ジ

リ

　

　

コ
　
ゴ
　
リ

ハ
ラ

宮
ノ
下
　
太
田
　
北
原
　
明
登
原
　
稲
荷
原
　
井
戸
尻
　
コ
ゴ
リ
原

ハ
ラ

ダ

ガ

サ

ワ
　
　
ナ
カ

ハ
ラ

　
　
ヒ
ガ
シ
ハ
ラ

　
　
ウ
バ

コ
　
ロ
　
バ
　
シ
　

　
シ
モ
サ
ワ
ム
カ
イ

　
　
ナ
カ
シ
ン
デ
ン
　
　
イ
ノ
ハ
ナ
ミ
チ

原
田
ケ
沢
　
中
原
　
東
原
　
姥

コ
ロ
バ
シ
　

下
沢
向
　
中
新
田
　
猪
鼻
道

崩
レ

四
百
刈

峠

宮
前

柳
平

下
細
田

上
細
田

〔郷
　
戸
〕

コ
ト

チ
ク
ボ
　
　
ト
チ
ク
ボ
　
　

ナ
カ
ヤ
マ
マ
エ
　
　

カ
ワ
グ
チ

ハ
ラ
　
　

カ
ワ
グ
チ
　
　
ナ
カ
ザ
キ
　
　
ナ
カ
ザ
キ
カ
ミ
　
　

コ
　

イ
　
　ド

小
栃
窪
　
栃
窪

中
山
前
　
川
口
原
　
川
口
　
中
崎

中
崎
上
　
小
井
戸

オ
オ

ト
ザ

ワ
　
　

ナ
カ
ダ
イ
ラ
　
　

カ
ワ
グ
チ
ナ
カ
ダ
イ
ラ
　
　
　
マ
キ

ノ
ゥ
チ
　
　
　
オ
　
ノ
　
ガ
　
ワ
　
　
ト
コ
ロ
ク
ポ
　
　

カ
ニ
サ
ワ
ヤ
マ　
　

カ
ニ
サ
ワ

大
戸
沢
　
中
平
　
川
口
中
平
　
牧
ノ
内
　
小
野
川
　
所
窪
　
蟹
沢
山
　
蟹
沢

ヌ
マ
バ
タ
　
　
　ホ
ソ
ク
ボ
　
　
　
チ
ョ
ゥ
ウ
ェ
モ
ン
バ
タ
ケ
　
　

タ
カ
ダ
イ
ラ
　
　
　
カ
ダ
イ
ラ
シ
モ
　
　
ト
ウ
ゲ
モ
チ
ヨ
リ
ザ
カ
エ
　
　
ア
メ
オ
ト
シ
ガ
ザ
ワ

沼
端
　
細
窪
　
長
右
エ
門
畑
　
高
平
　
高
平
下
　
峠
持
寄
境
　
雨
落
沢

コ
　

ヤ

　
バ
　
　

ハ
ギ

ダ

　
　
ウ
ケ
ノ
マ
エ
　

ツ
キ
ノ
キ

ザ
ワ
デ
グ
チ

　
　
シ
モ
バ
ヤ
シ

　
　
ツ
ク
エ
ガ
モ
リ

　
　
ハ
ラ
ノ
ク

ポ

小
屋
場
　
萩
田
　
請
前
　
槻
木
沢
出
口
　
下
林
　
机
ケ
森
　
原
ノ
窪



上
滑
沢
　
西
窪

峠
　
石
生
　上
浦

西
　川
口
原
　
滑
沢
林
　
狐
塚
　
前
林

臼
窪
　
板
橋
　
丸
山
　
今
泉
下
平
　
段
窪
　
今
泉
上
平
　
休
場
　
小
曽
根

上
留
　

ヘ
ツ
リ
下
　
三
十
刈
　
ヘ
ツ
リ
上
　
横
道
　
廻
り
道
　
上
休
場

古
屋
敷
　
供
養
壇
　
外
手
　
中
原
　
狐
塚
　
東
川
口
原
　
柳
平
　
下
定
倉

上
定
倉
　
定
倉
　
滝
沢
只
　
前
田
　
長
〆
　
下
吹
上
　
上
吹
上
　
岩
下

館
山
　
中
曽
根
　
笠
松
　
滝
沢
　
上
ノ
山
　
居
平
　
前
原
　
小
坂
　
沢
田

シ
ン
デ

ン
バ
　

　
サ
ワ
ミ
チ
　

　
オ
オ

ヒ
ラ
　

　
タ

キ
ノ

ワ
キ
　

　
フ
ジ
サ
ワ
　

　
カ
ミ
フ
ジ
サ
ワ
　

　
イ

シ
ウ
ザ

ワ
　

　
コ
　

ソ
　

ネ

新
田
場
　
沢
道
　
大
平
　
滝
ノ
脇
　
藤
沢
　
上
藤
沢
　
石
生
沢
　
小
曽
根

石
生
下
　
石
生
前
　
石
生
上
　
上
石
生
沢
　
石
生
下
東
向
　
井
戸
尻

ハ

コ
シ
ミ
ヅ
　
　
シ

ミ
ヅ

ウ

エ
　
　

シ
モ
イ
シ
ウ

ザ
ワ
　
　
ヒ
ガ
シ
イ
タ
バ
シ
　

　
ニ
　
ホ

ン

ギ
　
　
ド
ウ
ノ
マ
ェ
　
　
シ
モ
ヘ
ビ
ザ
ワ

箱
清
水
　
清
水
上
　
下
石
生
沢
　
東
板
橋
　
二
本
木
　
堂
前
　
下
蛇
沢

柏
葉
木
　
石
生
谷
地
　
森
谷
下
　
赤
谷
中
　
赤
谷
坂
下
　
赤
谷
下
　
石
生

ヤ
　
チ
　
ヤ
　
シ
　
キ
　
　
　ニ
ジ
ユ
ウ

シ
コ
ク
　
　
ト

ウ
イ

ナ
バ
　
　

シ
ミ
ヅ

カ
ミ
　
　

シ

ミ

ヅ
　
　

サ
ン
サ
イ
ブ
ン
　
　

コ
メ

ノ
ザ
ワ

ヤ

チ
屋

敷

　

二
十

四

石

　

遠
稲

場

　
清

水

上
　

清

水

　

三

才

分

　
米

野

沢

米

野

　

堰

下

林

　

西

原

　

石
神

浦

　
中

丸

　

沢

田
　

菅

田

　

石

生

下

西

向

小

在

家

　

福
徳

尻

　

南

林

　

西

窪

　

道

西

　

下

滑

沢
　

西

新

田
場

　

石

神

イ
シガ
こ
ガ
シ
　

マ
ェ
ダ
　
ヵ
ワ
マ
ェ
　

ハ
ナ
ダ
ヤ
チ
　
テ
ラ
ノ
シ
タ
　
ハ
ナ
ダ
ヤ
マ
　

、
4

ナ
ダ
　
ヤ
マ
ダ

石

神

東

　

前

田
　

川

前

　

花

田
谷

地

　

寺

ノ
下

　

花

田

山

　

花

田
　

山

田

丸

山

　
丸

山

前

林

　

水

上

　

後

山

　

芦

ケ
沢

　

南

芦

ケ

沢

　

滝

ノ
花

　

牧

堀

ヘ
ビ
ザ
ワ
　
ミ
ぐ
ヘビ
ザ
ワ
　

タ乏
《
マ
　

イリ
ヤ
マ
　

ニ
シ
マタ
　
ウ
エ
オ
オ
・
ラ
　
テ
ラ
クボ
　
ナ
カ
ヤ
マ
　

ヌ
マバタ
ケ

蛇

沢

　

南

蛇

沢

　

館

山

　

入

山

　

西

又
　

上

大
平

　
寺

窪

　
中

山

　

沼

畑

ヒ
ガ
シ
マ
タ

　
　
マ

サ

キ

　
　
カ
ミ
フ
ジ
サ
ワ

　
　
ヤ
ガ

ラ
オ
リ

　
　
ヒ
ガ
シ
シ
ン
デ
ン
バ

　

ヒ
ガ
シ
ハ
ラ

　

イ
シ
ガ
ミ
シ
タ

　
ッ
ツ
ミ
バ
ヤ
シ

東
又
　
政
木
　
上
藤
沢
　
矢
柄
折
　
東
新
田
場
　
東
原
　
石
神
下
　
堤
林

西
山
　
東
山
　
矢
柄

〔軽
井
沢
〕

上
後
山
　
下
後
山
　
横
向
　
小
松
根
　
向
田
　
岩
下
　
川
原
田
　
炭
ノ
干
戸

峠
後
　
沢
下
　
山
中
　
西
路
　
沢
田
　
中
島
　
宮
ノ
前
　
北
向
　
笠
松
　
沢

狸
入
　
狸
沢
　
出
口
　
下
新
田
　
追
分
　
土
倉

鬼
堀
田
　
森
　
下
川

墓
下
　
新
田
　
追
越
柄
　
中
土
倉

大
土
倉
　
越
田
　
御
屋
敷
　
強
清
水

物
掛
　
馬
場
　
高
曽
根
　
塩
ノ
前
　
釜
場
　
南
　
下
新
田
　
沢
入
　
上
沢
入

北
向
　
宮
前
　
西
口

〔
久

保

田
〕

丸
山
　
背
尸
山
　
北
原
　
沼
平
　
若
林
　
坂
下
　
雉
ケ
沢
　
滝
ケ
沢

南
坂
下
　
早
稲
田
　
越
後
　
四
十
刈
　
下
原
　
蒲
ケ
沢
　
殿
山
　
宮
ノ
上

的
場

南
沢

牛
コ
ロ
バ
シ
　
東
原

松
林

源
崖

西
勝
峠

雨
岩

反
田
　
押
山
　
松
ケ
下
　
古
市
　
沢
道
　
北
向
　
味
屋
敷
　
二
百
刈
　
萩
窪

畑
ケ
　
半
坂
　
居
平
　
上
ノ
宮
　
大
林
　
高
尾
峯
　
椚
　
畑
ノ
平
　
立
山

杉
山
　
南
田
表
　
田
表
　
畑
タ
　
前
沢
　
尻
田
　
三
百
刈
　
南
中
村
　

一
盃
蒔

下
居
平
　
大
向
　
柳
津
畑
　
向
山
　
下
平
　
沢
下
　
上
山
　
萩
窪
　
立
岩

シ
モ
ヤ
ナ
イ
ヅ
バ
タ
　
　
イ
ダ
イ
ラ
　
　
ハ
タ
ノ
タ
イ
ラ
　
　シ
タ
バ
ヤ
シ

下
柳
津
畑
　
居
平
　
畑
平
　
下
林

〔湯
八
木
沢
〕

大
廻
戸
　
新
湯
向
　
傾
城
沢
　
家
東
　
稲
面
　
沼
田
　
半
坂
　
居
平
　
馬
場

上
新
田
　
谷
地
　
前
坂
　
崇
座
後
　
天
ケ
滝
　
栩
原
　
木
戸
ケ
沢
　
舞
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

椛
ケ
沢
　
萩
ノ
平
　
川
向
　
殿
山
　
下
新
田

〔五
畳
敷
〕

建
曽
根
　
十
文
字
原
　
下
ノ
湯
　
居
平
　
老
沢
　
村
ノ
上
　
前
田
　
前
新
田

細
田
　
影
畑
　
長
坂
　
宮
ノ
後
　
柳
津
畑
　
三
百
刈
　
久
根
の
内
　
荒
湯

〔砂
子
原
〕

湯
ノ
下
　
湯
ノ
岳
　
南
嶽
　
沼
田
　
簾
沢
　
上
林
　
水
上
　
北
ノ
沢

小
六
平
　
長
坂
　
崖
下
　
夏
伏
　
老
沢
　
下
平
　
山
界
　
上
平
　
居
平



ナ
ガ

ク
ボ

長
窪

〔
黒

沢

〕

千
石
　
向
山
　
谷
地
平

孫
三
畑
　
山
子
沢
　
下
黒
沢
　
前
原
　
川
原
田

五
升
蒔
　
簾
沢
　
葉
木
平
　
京
都
窪
　
松
橋
　
二
岐
　
入
矢
麻
　
孫
七
沢

〔胄
　
中
〕

山
城
　
片
平
　
月
滝
　
家
ノ
上
　
若
林
　
外
出
　
居
平
　
小
杉
　
牧

萬
ノ
沢
　
上
野

滝
原
　
腰
巻
　
滝
原
平
　
出
入
　
日
影
平
　
根
堀
葉

岩
沢
　
大
石
　
堺
沢
　
コ
ノ
ミ
沢
　
菅
田
　
小
屋
沢
　
山
ノ
神
　
狐
戻

大
持
上
　
樫
　
松
原
　
下
原
　
大
窪
　
宮
上
　
雨
沼
　
桑
畑
　
葛
沢

〔大
成
沢
〕

宮
前
　
船
窪
　
岩
沢
山
　
滝
ビ
ト
　
上
石
空
　
大
岩
　
岩
下
　
清
水
山

栗
平
　
山
ノ
上
　
居
平
　
芋
小
屋
　
柳
島
　
宮
ノ
上
　
上
川
原
　
下
原

平
六
平
　
前
田
　
滝
ノ
上
　
ブ
ナ
山
　
中
平
　
中
曲
沢
　
上
曲
沢

ゾ
ロ
メ
キ
　
越
渡
　
ヤ
ヂ
バ
　
広
表
　
井
戸
尻
　
向
山
　
裏
山
　
袖
向

井
戸
入
　
上
村
　
博
士
ヘ
ツ
リ
　
日
影
沢
　
大
谷
滝
　
大
堀
沢
　
畑
ケ
沢

小
谷
滝
　
小
屋
平
　
高
平
　
入
大
谷
滝
　
杉
山
　
博
士
　
芋
小
屋
向
　
曲
沢

谷
滝

〔琵
琶
首
〕

両
ノ
倉
山
　
下
谷
地
　
中
谷
地
　
上
谷
地
　
遅
ノ
平
　
家
ノ
向
　
横
曽
根
山

中
井
向
　
杉
山
　
鈴
倉
山
　
場
良
山
　
黒
岩
山
　
獅
子
落
　
堂
ノ
平

高
畠
山
　
居
平
　
中
平
　
板
橋
沢
山
　
平
中
　
胡
桃
平
　
石
上
山
　
鹿
沢
山

下
平
　
上
琵
琶
　
柱
下
　
森
平
　
坂
下
　
境
ノ
沢
　
中
井
　
博
士
山

東
松
山
　
古
屋
敷
　

一
ノ
平
　

シ
ブ
屋
敷

〔
牧

沢
〕

沢
下
　
川
下
　
臼
窪
　
菖
蒲
沢
　
居
平
　
堂
ノ
下
　
後
沢
　
渋
田
　
沢
上

向
居
平
　
栗
平
　
大
向
　
向
入
山
　
滝
替
　
袖
山
　
宮
ノ
前
　
鳥
屋
居
平

横
道
　
魚
留
　
勝
負
平
　
小
向
　
入
山
　
山
境
　
上
堂
ノ
下

〔
四

ツ
谷

〕

水
上
　
大
平
　
材
出
　
芋
沢
　
境
沢
　
ブ
ナ
向
　
小
橋
沢
　
御
越
　
ブ
ナ
平

下
風
呂
地
　
松
原
　
下
宮
ノ
原
　
中
登
戸
　
大
向
　
外
出
　
猿
倉
沢
　
唐
沼

中
平
内
沢
　
牧
平
　
西
向
　
蕨
坂
　
上
平
　
中
宮
原
　
井
戸
入
　
中
居
平

平
内
沢
　
登
戸
　
向
　
川
向
　
居
平
　
寺
ノ
入
　
滝
沢
　
負
出
入
　
下
後
嶽

日
影
　
四
本
ブ
ナ
　
後
嶽
　
平
沢
　
床
並
　
山
鳥
目
　
懈
平
　
宮
ノ
原

大
型
小
屋
　
的
場
　
家
ノ
上
　
腰
巻
　
宮
ノ
上
　
登
戸
　
上
居
平
　
中
島

沼
端
　
松
倉
山
　
岩
下
　
嶽
山
　
西
向
　
羽
木
平
　
魚
留
　
長
窪

上
形
小
屋
　
下
形
小
屋
　
下
宮
原

寺
ノ
上
　
家
ノ
廻

　
三
　

私
称
地
名

く　
地
籍
地
名
と
共
に
郷
土
に
は
地
図
に
は
記
さ
れ
な
い
が
土
地
の
人
固
有
の
口

伝
え
に
と
な
え
て
い
る
地
名
が
あ
る
。
(鏡
味
完
二
氏
に
よ
れ
ば

「地
籍
地
名
」

「私
称
地
名
」　
「
山
川
の
地
名
」
に
区
別
さ
れ
て
い
る
)

　
ホ
イ
坂
＝
石
坂
に
ホ
イ
坂
と
口
伝
え
ら
れ
て
い
る
坂
が
あ
る
。　
「
ホ
イ

・
ホ

　
　
　
イ
」
と
上
る
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
上
る

　
　
　
と
法
印
屋
敷
が
あ
る
。
そ
こ
で
法
印
坂
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
オ
ツ

コ
シ
＝1

一
王
町
に
あ
る
。
こ
こ
は
洪
水
等
に
水
が
そ
の
場
所
を
乗
り
越



　
　
　
え
て
来
た
場
所
で
、
よ
く
風
土
を
表
現
し
た
地
名
で
あ
ろ
う
。

　
マ
ヤ
＝
摩
谷
、
即
ち
魔
の
谷
で
あ
ろ
う
。
特
に
崩
雪
の
危
険
の
場
所
で
遭
難

　
　
　
の
多
い
と
こ
ろ
の
地
名
。

　
ニ
ラ
ヤ
マ
＝
韮
山
で
あ
ろ
う
。
琵
琶
首
に
あ
る
自
然
の
韮
が
自
生
し
て
い
る
。

　
　
　
琵
琶
首
は
冷
害
の
被
害
の
多
か

っ
た
と
こ
ろ
で
食
と
戦

っ
て
来
た
歴
史

　
　
　
を
持

つ
。
そ
の
意
味
で
貴
重
な
地
名
で
あ
ろ
う
。

　
道
海
泣
き
尾
根
＝
博
士
の
登
山
道
に
あ
る
尾
根
で
、
僧
道
海
が
山
を
開
き
布

　
　
　
教

の
折
り
、
こ
の
嶮
し
い
場
所

で
苦
労
し
た
こ
と
が
地
名
と
し
て
残
る
。

　
マ
ル
ハ
カ
＝
円
墓
で
黒
沢
に
あ
る
。

こ
れ
は
古
代
の
円
墳
か
も
知
れ
な
い
。

　
ゴ
テ
ン
バ
＝
御
殿
場
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
を
通
る
者
は
か

つ
て
藤
の
薬
師
如
来

　
　
　
を
遥
拝
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
由
緒
あ
る
地
名
と
し
て
今
も

　
　
　
残

っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
名
は
各
地
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
伝
承
と
し
て
受
け

継
が
れ
住
民
の
生
活
と
共

に
育

っ
て
来

た
地
名
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

四
　
山
川
の
地
名

　

「
地
籍
」
　
「私
称
」
の
外
に

「山
川

の
地
名
」
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
名
も

風
土
と
の
関
係
に
お
い
て
見
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
山
や
川
の
地
形
と
共
に
鞍
部
で
あ
る
峠
も
ま
た
土
地
の
人
の
生
活
に
密
接
な

関
係
が
あ

っ
た
も
の
と
し
て
そ
の
地
名

が
意
義
が
あ

っ
た
が
、
現
在
の
交
通
路

線
の
発
達
と
共
に

簿
れ
て
来
る
淋
し
さ
が
あ
る
。

「川
の
地
名
」

下
藤
川
(藤
)　
ざ
ご
沢
(椿
)　
沢
尻
川
(椿
)　
桑
沢
(椿
)　
柳
沢
(椿
)

小
巻
沢
(小
巻
)　
板
沢
(
野
老
沢
)　
黒
山
沢
(野
老
沢
)

上
田
沢
(
野
老
沢
)　
ひ
び
し
沢
(麻
生
)　
う
ば
沢
(麻
生
)

袖
山
沢
(樫
尾
)　
地
嶽
沢
(
八
坂
野
)　

八
坂
野
川
(
八
坂
野
)

東
沢
(細
越
)　
糸
滝
沢
(門
前
)　
銀
山
川
(黒
滝
)　
大
柳
川
(小
柳
津
)

竜
蔵
庵
川
(竜
蔵
庵
)　
滝
谷
川
(湯
八
木
沢
)　
木
戸
ケ
沢
(湯
八
木
沢
)

樺
ケ
沢
(湯
八
木
沢
)　

日
暮
沢
(湯
八
木
沢
)　
傾
城
沢
(湯
八
木
沢
)

東
川
(
四
ツ
谷
)　
老
沢
(
五
畳
敷
)　
猿
倉
沢
(砂
子
原
)

す
だ
れ
沢
(砂
子
原
)　
居
利
矢
麻
川
(黒
沢
)　
川
下
沢
(久
保
田
)

二
百
刈
沢
(久
保
田
)　
苧
畑
沢
(胄
中
)　
驀
ノ
沢
(胄
中
)

ま
ぎ
の
沢
(胄
中
)　
下
沢
(芋
小
屋
)　
杉
山
川
(大
成
沢
)

博
士
沢
(大
成
沢
)　
小
谷
滝
沢
(大
成
沢
)　
大
谷
滝
沢
(大
成
沢
)

南
沢
(大
成
沢
)　
沢
中
沢
(沢
中
)　
東
沢
(九
々
明
)　
清
水
畑
沢
(高
森
)

松
倉
沢
(高
森
)　
出
入
沢
(琵
琶
首
)　
下
平
沢
(
琵
琶
首
)

鹿
沢
(
琵
琶
首
)

「山
の
地
名
」

場
良
山
(九
二
〇
)　
志
津
倉
山
(
一
、
二
〇
七
)　
横
曽
根
山
(九
八
六
)

博
士
山
(
一
、
四
八
二
)　
石
喰
山
(九

一
五
)　
岩
渕
山
(九
八
六
)

高
森
山
(七
〇
四
)　
道
山
(六
〇
九
)　
岳
山
(
一
、〇
三
七
)

大
向
山
(
一
、〇
四
三
)　
猿
倉
ケ
岳
(九
〇
七
)　
明
神
ケ
岳
(
一
、
〇
七
四
)

高
尾
嶺
(八
六
九
)　
湯

の
岳
(七
二
九
)　
上
大
平
山
(四
五

一
)

馬
立
山
(四
八
八
)　
大
平
山
(
三
九
六
)　
飯
谷
山
(七
八
二
)

田
林
山
(六
五
〇
)　
日
向
倉
山
(六
〇
五
)　
黒
男
山
(九
八
〇
)
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地
名
と
そ
の
意
味

　
地
名
は
何
か
意
味
が
あ

っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
由
来
を
堀
り

下
げ
解
明
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中

で
類
型
的

に
集
め
て
見
る
と
共
通
点
も
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
角
度
か
ら
な
が
め
て
見
る

の
も

一
つ
の
研
究
方
法

で
あ
る
。
次
に
若
干
柳
津
町
の
地
名
を
考
え
て
見
る
こ

と
に
す
る
。

〔地
形
と
の
関
係
深
い
地
名
〕

大
巻
　
滝
ノ
上
　
川
前
　
牛
越
　
長
窪
　
鶴
ケ
峯
　
キ
ワ
ダ
窪
　
蛇
崩

沢
向

曽
根

　
バ
ッ
ケ

笹
窪

峠
山

牛

コ
ロ
バ
シ
　
長
坂

崖
下

岩
沢

博
士

ヘ
ツ
リ

柳
津
町
は
複
雑
な
地
形
で
あ
る
の
で
、
こ
の
地
形
か
ら
の
地
名
が
非
常
に
多

い
。〔交

通
上
の
地
名
〕

舟
渡
　
牛
越
　
段
越
　
峠
　
杉
峠
　
打
越
　
落
合
　
郷
戸
道
　
峠
山
　
七
呼

舟
窪
　
沢
道
　
板
橋
　
後
越
　
越
渡
　
獅
子
落

〔住
居
地
に
関
係
し
た
地
名
〕

古
市
　
居
平
　
古
屋
敷
　
中
在
家
　
原
屋
敷
　
上
在
家
　
塩
ノ
半
在
家

屋
戻
添
　
下
小
屋
　
重
次
屋
敷
　
小
屋
場
　
小
在
家
　
御
屋
敷
　
味
屋
敷

小
屋
平
　
鳥
居
居
平
　
ヤ
チ
屋
敷
　
次
郎
右
衛
門
新
田

〔耕
地
の
広
さ
を
意
味
す
る
地
名
〕

二
十
刈
　
六
百
刈
　
二
百
刈
　
三
十
刈
　
二
十
平
　
千
刈
田
　
八
升
蒔

四
十
刈
　
四
百
刈
　
二
十
四
石
　
三
百
刈
　
百
五
十
刈
　

一
盃
蒔
　
五
升
蒔

〔宗
教
上
に
関
係
し
た
地
名
〕

宮
田
　
三
千
佛
　
石
佛
　
仏
生
原
　
瑞
光
寺
　
堂
平
　
稲
荷
宮
　
薬
師
免

明
神
前
　
門
前
　
寺
家
　

一
王
町
　
十
二
所
　
薬
師
堂
下
　
石
地
蔵
　
宮
前

鳥
居
　
宮
林
　
宮
下
　
八
幡
　
稲
荷
原
　
供
養
壇
　
石
神
　
寺
窪
　
崇
座
後

山
ノ
神
　
堂
ノ
下

（
六
）

　
特
異
な
地
名
例

阿
久
津
U
安
久
津
の
地
名
は
所
々
に
あ
る
。
こ
の
地
名
は

「安
久
津
」　
「阿

　
　
久
津
」　
「
悪
地
」
と
色
々
の
漢
字
を
使
用
し
て
い
る
が
、
従
来
は
悪
地

　
　
の
意
味
が
あ

っ
て
、
ど
う
も
悪
の
字
は
適
当
で
な
い
。
中
に
は
強
盗
等

　
　
の
悪
者
が
棲
ん
で
い
た
場
所
と
推
測
し
た
り
、
或
は

「津
」
の
文
字
か

　
　
ら
交
通
上
に
考
え
た
り
す
る
が
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。
新
鶴
村

の
阿

　
　
久
津
は
扇
状
地
の
上
に
乗

っ
て
豪
雨
期
の
水
害
の
場
所
に
な

っ
て
お
り

　
　
柳
津
町
の
安
久
津
は
只
見
川
の
屈
曲
点
に
あ
っ
て
洪
水
に
さ
ら
さ
れ
た

　
　
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
害
と
の
関
係
か
ら
考
え
ら
れ
る
集
落

で
あ

　
　
る
。
附
近
に
追
越
の
地
名
と
深
い
関
係
が
考
え
ら
れ
る

野
老
沢
11
野
老
と
は
山
野
に
自
生
す
る
宿
根
草
で
、
山
の
芋
、
す
な
わ
ち
自

　
　
然
薯
に
似
て
い
て
、
苦
く
て
堅
い
が
、
苦
味
を
ぬ
け
ば
食
べ
ら
れ
る
(山

　
　
中
襄
太
氏
地
名
語
源
辞
典
に
よ
る
)
。　
野
老
沢
附
近
の
山
野
に
こ
の
芋

　
　
が
自
生
し
、
そ
れ
を
食
用
に
し
た
時
代
が
あ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
埼
玉
県
の
所
沢
も
古
書
に
は
野
老
沢
と
書
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ

　
　
ろ
か
ら
共
通
点
が
あ
る
。

　
　
　
現
在
野
老
沢
に
お
い
て
、
春
の
彼
岸
に
そ
の
野
老
を
佛
前
に
あ
げ
る



習

俗

が

あ

る
。

藤
と
椿
11
ど
ち
ら
も
植
物
よ
り
と

っ
た
地
名
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
藤
の
附
近

　
　
の
河
岸
や
藤
新
道
附
近
に
、
初
夏
の
頃
見
事
な
藤
の
花
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
又
、
椿
附
近
は

ユ
キ
ツ
バ
キ
が
見
事
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
ユ
キ

　
　
椿
は
只
見
川
沿
岸
に
分
布

し
て
い
る
が
、
椿
附
近
が
東
限
に
な

っ
て
い

　
　
る
か
も
知
れ
な
い
。

田
代
と
軽
井
沢
11
田
代
は
鏡
味
完
二
氏
に
よ
る
と

「
田
を
こ
し
ら
え
た
所
す

　
　
な
わ
ち
新
田
、
高
山
の
湿

地
を
な
す
小
平
地
」　
「
シ
ロ
」
は
丘
上
や
山

　
　
腹
の
平
坦
地
と
説
明
し
て

い
る
。
柳
田
国
男
氏
に
よ
れ
ば

「其
字
義
か

　
　
か
推
し
て
も
又
そ
の
所
在

が
多
く
入
野
の
奥
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も

　
　
も
と
は
た
だ
水
田
適
地
…
…
」
と
説
い
て
い
る
。

　
　
　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
水
田
の
開
墾
地
と
深
い
関
係
か
ら
の
地
名
で

　
　
あ
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　
　
　
軽
井
沢
は
他
の
軽
井
沢
と
峠
路
の
麓
に
あ
る
共
通
性
が
あ
る
。
又
、

　
　
そ
れ
が
涸
渓
と
も
或
は
水
源
涸
渇
の
地
域
と
も
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ

　
　
な
い
。
今
は
西
会
津
に
な

っ
た
が

「軽
沢
」
の
場
所
も
よ
く
似
た
場
所

　
　
で
あ
る
。
そ
し
て
、
柳
田
国
男
氏
は
田
代
と
軽
井
沢
の
両
地
が
相
接
近

し

て

い

る

こ

と
を

次

に
指

摘

さ

れ

て

い

る
。

伊
豆
田
方
郡
函
南
村
大
字
軽
井
沢

(
同
　

同
　
　
　
　
　
大
字

田
代

岩
代
大
沼
郡
東
川
村
大
字
軽
井
沢

(
同
　
　
　
　
同
　
　
大
字
田
代

羽
後
雄
勝
郡
田
代
村
大
字
軽
井
沢

(
同
　
　
　
　
同
　
　
大
字
田
代

羽
後
北
秋
田
郡
十
二
所
町
大
字
軽
井
沢
字
軽
井
沢

(
同
　
　
　
　
　
同
　
　
　
大
字
葛
原
字
田
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(柳
田
国
男
『地
名

の
研
究
』
よ
り
)

（
七
）

地
名
と
風
土

　
柳
津
町
に
は
地
籍
か
ら
の
地
名
、
或
は
土
地
の
人
の
通
称
と
し
て
の
地
名
、

河
川
や
山
の
地
名
な
ど
数
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
ど
れ
を
と

っ
て
見
て
も
柳
津

の
土
地
と
非
常
に
関
係
が
深
い
も
の
で
あ

っ
て
地
名
と
自
然
、
人
間
の
相
関
を

表
現
し
、
歴
史
や
文
化
の
上
に
深

い
か
か
わ
り
合
い
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を

こ

の
際
再
認
識
し
た
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
地
名
は

一
つ
の
文
化
財
と
し
て

残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。


